英語スピーキングに対する不安尺度作成　－小学校英語の教科化に向けて－ by 熊田 岐子 & 岡村 季光
英語スピーキングに対する不安尺度作成
英語スピーキングに対する不安尺度作成
－小学校英語の教科化に向けて－
DevelopingandValidatingtheEnglishSpeakingAnxietyScale:
AResearchforEnglishasaSubjectofElementarySchoolsinJapan
熊田 岐子・岡村 季光
MichikoKumada,ToshimitsuOkamura
要旨
本稿では，小学校の「外国語活動」・「外国語」が平成30年度から移行期間に入ることを踏まえ、小学校教職課程
生を対象とした英語スピーキング不安の尺度作成を行った。教職課程生の英語力でも特に必要とされているのがス
ピーキング力だと考えられるからである。Horwitzetal.（1986） のFLCAS（theForeignLanguageClassroom
AnxietyScale）からスピーキング不安に関係する項目を抜粋し、情動的反応などの日本人の特性を踏まえた項目を
筆者らが付け加えた。本尺度の特色としては、現在の英語学習者としての英語スピーキング不安と将来小学校教員
になったことを想定した英語スピーキング不安を測る項目を並行させたことにある。結果として、現在のスピーキ
ング不安では13項目が、将来の小学校教員としてのスピーキング不安では15項目が、信頼性と妥当性を得た尺度と
して残された。また、英語スピーキング不安尺度の妥当性を検討する段階において、英語学習者が英語スピーキン
グ時の「情動的反応性」を克服し、英語スピーキングに対する「自信」をつける英語授業の必要性が示唆された。
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１．はじめに
現在、小学校の「外国語活動」は５・６年生対象とされ、学習指導要領の目標に沿った様々な取り組みが各教育
委員会・各学校で行われている。そして、更なる外国語教育の強化を目指して、3・4年生に「外国語活動」が、５・
６年生に「外国語」が平成30年度から移行期間に入り、平成32年度から全面実施されることとなった。平成29年６
月に示された小学校学習指導要領解説（文部科学省，2017a;2017b）には、小学校中学年への外国語活動導入・高
学年の教科化に関して、グローバル化に対応する必要性が生じたこと、および、現行学習指導要領実施の課題点と
して「①音声中心で学んだことが、中学校の段階で音声から文字への学習に円滑に接続されていない、②日本語と
英語の音声の違いや英語の発音と綴りの関係、文構造の学習において課題がある、③高学年は、児童の抽象的な思
考力が高まる段階であり、より体系的な学習が求められること（pp.5-6）」が明示された。このような次期学習指導
要領の開始に伴って、英語を教科として指導できる小学校教員養成が急務となっているのが現状である。
そこで、本研究は、小学校英語が教科になることを踏まえて、将来英語授業を行う教職課程生に適した大学での
英語授業（英会話授業、指導法授業を想定）とは何かを検討することを目的とする。特に、英語授業でその使用が
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強く求められている英語スピーキングを研究対象とする。本研究の一環として、本稿では、教職課程生がどのよう
な英語スピーキングに対する感情・不安を抱えているのかを検証するための尺度を検討する。
２．研究背景
２．１ 小学校英語に関する実態調査報告
ベネッセ教育総合研究所における「第２回 小学校英語に関する基本調査（教員調査）（2011年）」では、英語活動
の実施状況等が調査されている。小学校教員が抱く英語活動指導への自信に関しては、「あまり自信がない」とい
う回答が56.1％と半分以上を占めている（p.50）。本調査からの結果からは、各教育委員会等で英語指導研修が多く
行われているものの、英語指導に対する不安を持っている小学校教員は少なくないと言えよう。松宮新吾（2013）
では、外国語活動の担当者が抱く「授業不安」（“teachinganxiety”）について検証している。抽出された「英語指
導力不安」には「英語を聞いたり話したりすることに対する不安」等が影響していることが明らかにされた。また、
小学校教員が抱く大きな不安要因は、「担当者の英語力や英語運用能力に対する不安そのものである（p.336）」と
指摘されてもいる。
また、教職課程生を対象とした小学校英語にまつわる感情・不安調査（e.g.,福和・中津，2014；名畑目，2016）、
大学の教職課程科目に関する感情・不安調査や科目での試みに関する検討（e.g.,松宮，2010b，2013；物井，2011）
も行われている。本稿で着目する調査結果・考察は、名畑目（2016）や松宮奈賀子（2013）において、教職課程生
の英語力でも特に必要とされている（もしくは必要だと感じられている）のは、スピーキング能力であると指摘さ
れている点である。小学校英語において、高学年では「読む」・「書く」も目標に組み込まれているが、中学年・高
学年双方の目標に「聞く」・「話す」が入っている。つまり、「聞く」・「話す」は次期学習指導要領においても重要
だとみなせる事項であり、英語指導者にとって、どうしても必要な英語運用力である。そこで、本研究では、英語
指導者も一人の英語学習者である点を踏まえて、英語スピーキングに関する感情・不安を詳細に検討する。次項で
は、尺度作成という本稿の目的に沿って、学習不安尺度についての先行研究に焦点を絞っていく。
２．２ 外国語学習不安尺度
外国語学習不安の検証に大きな貢献をしたのは、Horwitzetal.（1986）によるtheForeignLanguageClassroom
AnxietyScale（以下、FLCAS）である。FLCASは、「コミュニケーション不安」（“communicationapprehension”）、
「否定的評価への恐れ」（“fearofnegativeevaluation”）、「テスト不安」（“testanxiety”）から成り立っている。し
かし、その後の研究（MacIntyre&Gardner,1989）において、「テスト不安」は外国語不安に限った要因ではない
とされ、Aida（1994）では、「テスト不安」は外国語不安要素として認められなかった。近年では、近藤・楊（2003）
による日本人英語学習者用のELCAS（EnglishLanguageClassroomAnxietyScale）が検討され、松宮（2010a）
では、ELCASを応用して、小学校英語不安に関する調査を児童対象に行った。本調査の締めくくりとして、不安を
取り除くのではなく、不安を表す児童に対してどのように対処すべきかが大切であると主張されている。
２．３ 外国語スピーキング不安
外国語学習不安における先行研究は、FLCASを使用するなどして多くみられるが、Young（1990：541）では、
外国語スピーキング不安に関する研究は比較少ないと指摘される。しかしながら、Young（1991：539）は、スピー
キングが外国語学習において学習者の不安を最も生む要因であると指摘する。近年は EFL環境や ESL環境などの
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国々で研究が進められており、Woodrow（2009）は、英語学習者用アカデミックコースを持つオーストラリアの大
学の英語学習者を対象として、スピーキング不安とパフォーマンスの関係等を調査した。結果として、スピーキン
グ不安がパフォーマンスに影響することが見出されている。ÖztürkandGürbüz（2014）は、トルコの EFL環境
での英語スピーキング不安について検討している。調査協力者のほとんどが、不安を生む要因として自らのスピー
キングスキルを挙げている。さらに、発音・質問・間違えへの恐れ・否定的な評価がスピーキング不安の要因と
なっていることが明らかになった。ギリシャにおいては、TsiplakidesandKeramida（2009）によって、仲間から
の否定的評価の恐れやスピーキングスキルの低さへの認知を軽減する指導法の示唆がなされている。いわば、“thefear
ofspeakinginaforeignlanguagemayberelatedtoavarietyofcomplexpsychologicalconstructssuchas
communicationapprehension,self-esteem,andsocialanxiety.(Young,1990:540)”とあるように、外国語スピーキ
ングの学習者心的要因は多層的だと考えられる。ここで言われている「コミュニケーション不安」（“communication
apprehension”）とは、他者とのコミュニケーションに対する恐れ・不安を指すとされる。「自尊心」（“self-esteem”）
が低いほど、パフォーマンスに悪影響を与えるという。つまり、スピーキングスキルに対する自信に関係すると考
えられる。また、「社会的不安」（“socialanxiety”）とは、現実の、もしくは想像の場面における個人間の評価・評
価可能性への不安だと定義される。いわば、スピーキングに対する他者からの否定的評価に対する不安を指すであ
ろう。
３．尺度作成
３．１ 項目内容
３．１．１ 英語スピーキング不安尺度
本研究では、英語スピーキング不安尺度作成において、２つの場面を想定した。すなわち、現在英語学習者とし
て感じる不安、将来小学校教員になった際に感じる不安である。まず第１に、現在英語学習者として感じる英語ス
ピーキング不安尺度（以下、現在の英語スピーキング不安尺度）を作成するにあたり、 ÖztürkandGürbüz（2014）
を参考にしながら、FLCASのスピーキングに関係する項目を15項目抜粋（必要に応じて改編）した（項目番号１
～15）。さらに、他の人から見られることから生じる情動的反応や不安感などの日本人の特性を考慮した６項目を筆
者らが独自に作成した（項目番号16～21）。 FLCASの日本語訳は、Yashimaetal.（2009）を採用したが、調査協
力者にわかりやすいように変更を加えた箇所もある。第２に、将来小学校教員になったことを想定した英語スピー
キング不安尺度（以下、将来の英語スピーキング不安尺度）について、上述の項目を文脈に応じて適宜改変し作成
した。後者における尺度項目は、小学校における英語の教科化を踏まえて付帯させたものである。選択肢はいずれ
も「５：そう思う ４：まあそう思う ３：どちらともいえない ２：あまりそう思わない １：そう思わない」
の５件法であった。
３．１．２ 尺度妥当性検討
英語スピーキング不安尺度の併存的妥当性を検討するために、以下の尺度との関連を検討した。
第１に、自意識尺度日本語版（菅原,1984）である。本研究では下位尺度である「公的自意識」11項目を用いた。
選択肢は「６：非常にあてはまる ５：あてはまる ４：ややあてはまる ３：ややあてはまらない ２：あてはま
らない １：全くあてはまらない」の６件法であった。
第２に、対人不安傾向尺度（松尾・新井,1998）である。下位尺度として「否定的評価懸念」７項目、「情動的反
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応性」６項目、「対人関与の苦痛」５項目、合計21項目で構成されていた。選択肢は「４：とてもあてはまる ３：
すこしあてはまる ２：あてはまらない １：ぜんぜんあてはまらない」の４件法であった。
第３に、自尊感情尺度（山本・松井・山成,1982）である。１因子構成の10項目で構成されていた。選択肢は
「５：あてはまる ４：ややあてはまる ３：どちらともいえない ２：ややあてはまらない １：あてはまらな
い」の５件法であった。
３．２ 方法
３．２．１ 調査協力者
調査協力者は、小学校教職課程に所属し、かつ、将来、小学校教員が英語科を教授することを想定した課外授業
「小学校英語指導者プログラム」を受講した大学２年生から４年生の78名（男47、女30、性別不明１）であった。
３．２．２ 調査手続き
３．２．１で示した調査協力者を対象に、「小学校英語指導者プログラム」の初回に、３．１で示した尺度が印刷さ
れた質問用紙を配付し、一斉実施及び回収を行った。
なお、調査手続においては倫理的配慮を行った。具体的には、調査用紙冒頭に当該調査の内容に関しては授業と
は関係ないこと、結果の処理は全て統計的に処理され個人を特定する形で公表しないこと、調査への回答は自由意
志であり調査に拒否しても個人の不利益になることは決してないことを明記し、調査実施前にも口頭で上述の説明
を行ったうえで、実施した。
３．３ 分析と結果
３．３．１ 英語スピーキング不安尺度における信頼性の検討
現在の英語スピーキング不安尺度21項目、将来の英語スピーキング不安尺度21項目について、それぞれ平均値及
び標準偏差（SD）を算出し、平均値±SDが５を上回る、または１を下回る項目を除いた後に主成分分析を実施し
た。その結果、各尺度とも１次元性の確認を行った。第１主成分に対する負荷量が―.40―以上を基準とし、基準値
に満たさない項目を除いた結果、前者は表１、後者は表２のような結果が得られた。信頼性を示すクロンバックの
α係数を算出した結果、前者はα=.91、後者はα=.89となり、それぞれ高い内的整合性が確認できた。
３．３．２ 英語スピーキング不安尺度における妥当性の検討
各英語スピーキング不安尺度の併存的妥当性を検討するため、各英語スピーキング不安尺度、自意識尺度日本語
版の「公的自意識」、対人不安傾向尺度の「否定的評価懸念」、「情動的反応性」、「対人関与の苦痛」、自尊感情尺度
との関係において、ピアソンの相関係数を算出した。結果を表３に示す。現在と将来の英語スピーキング不安が高
い正の相関がみられ、各英語スピーキング不安と「否定的評価懸念」、「情動的反応性」及び「対人関与の苦痛」に
中程度の正の相関がみられた。また、「自尊感情」とは中程度の負の相関がみられた。上述の結果は先行研究の知
見とも一致することから、併存的妥当性を示していると言えよう。一方、「公的自意識」とは有意な相関がみられ
なかった。松尾・新井（1998）は、公的自己意識と対人的自己効力感との間には関連がみられないとしている。本
尺度が英語スピーキングに対する自信のなさ、すなわち自己効力感のなさを測定していると捉えれば、両者に関連
がみられないことは首肯できるであろう。
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４．考察
本稿では、英語スピーキング不安の尺度作成を研究課題としていた。現在のスピーキング不安では13項目が、将
来の小学校教員としてのスピーキング不安では15項目が、信頼性と妥当性を得た尺度として残された。英語スピー
キング不安の尺度作成にあたり、ここでは表３の以下３点に着目する。
第１に、英語スピーキング不安と「否定的評価懸念」「情動的反応性」「対人関与の苦痛」間に相関が見られた。
特にここで注目したいのは、「情動的反応性」が、現在の不安と将来の不安に対し、中程度の正の相関を示した点
である（現在の不安との相関：.547、将来の不安との相関：.520）。「ドキドキする」や「顔が赤くなる」等の「情動
的反応性」は、パフォーマンスの際に影響を与えることが考えられる。つまり、スピーキング不安が、パフォーマ
ンスに影響する（Woodrow,2006）可能性が示唆された。また、「情動的反応性」は、一般的に日本人の特性ともと
らえられる。したがって、「情動的反応性」を克服する英語授業が求められるということになる。
第２に、現在の不安と将来の不安に対して、「自尊感情」が負の相関を提示した点について考えたい（現在の不
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SD平均共通性負荷量項 目
1.133.51.655.809先生が、前もって準備していなかった質問をすると緊張する。15
1.163.56.630.794英語の授業で自分からすすんで答えるのは恥ずかしい。5
1.173.46.603.776英語で話しかけられると、どきどきする。19
1.273.18.545.739英語の授業の予習を十分にしていても心配になる。8
1.193.53.480.693常に他の学生の方が英語で話すのが上手だと感じている。14
1.163.56.479.692英語の授業で話すとき緊張したり混乱したりする。13
1.212.88.472.687私が英語を話すと他の学生が笑うのではないかと思う。12
1.262.31.466.682英語を話すとき、いつもだれかが、自分の事を見ているようで心配だ。21
1.303.17.456.675英語の授業では、緊張のあまり、知っていたことも忘れてしまうときがある。7
1.203.22.438.662英語で話すのを失敗したらどうなるかと不安である。18
1.252.69.404－.635英語の授業で間違うことは気にならない。3
1.352.67.393.627英語で話すとき、緊張で顔が赤くならないか心配だ。16
1.242.27.238－.488英語を母語とする話者と英語で話しても緊張しない。10
6.257因子寄与
SD平均（以下、基準に満たさなかった項目）
1.034.00英語の授業で先生の言っていることが理解できないととても不安だ。1
.894.35英語の授業で話すとき自信がもてない。2
1.173.87英語の授業で準備なしに話さないといけないとき、パニックになる。4
1.182.94先生が自分の間違いをいちいち直しそうなので心配だ。6
1.152.47他の学生の前で英語を話すとき自意識がとても高くなる。9
.781.53英語の授業で話すのに自信がある。11
.881.56英語を話すのが得意である。17
.951.90英語で話しかけられても、うまくやれる自信がある。20
表１ 現在の英語スピーキング不安尺度の主成分分析結果（N＝78）
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SD平均共通性負荷量項 目
1.163.36.675.821英語で話すのを失敗したらどうなるかと不安である。18
1.083.71.662.813児童が、前もって準備していなかった質問をすると緊張する。15
1.073.81.534.731英語の授業で準備なしに話さないといけないとき、パニックになる。4
1.203.19.500.707英語の授業で話すとき、緊張したり混乱したりする。13
1.183.35.498.705児童に英語で話しかけられると、どきどきする。19
1.162.56.487.698私が英語を話すと児童が笑うのではないかと思う。12
1.083.72.414.643英語の授業の準備を十分にしていても心配になる。8
1.093.44.403.635英語の授業では、緊張のあまり、知っていたことも忘れてしまうときがある。7
1.212.92.347.589英語の授業で、自分からすすんで話すのは恥ずかしい。5
1.292.36.335－.579英語の授業で間違うことは気にならない。3
1.142.46.331.575英語を話すとき、いつもだれかが、自分の事を見ているようで心配だ。21
1.112.35.308－.555児童に英語で話しかけられても、うまくやれる自信がある。20
1.113.78.250.500常に他の先生の方が英語で話すのが上手だと感じている。14
1.123.05.245.495他の先生が自分の間違いをいちいち直しそうなので心配だ。6
1.222.58.223.472英語を話すとき、緊張で顔が赤くならないか心配だ。16
6.210因子寄与
SD平均（以下、基準に満たさなかった項目）
1.144.04英語の授業で、ALTの先生の言っていることが理解できないととても不安だ。1
1.243.77英語の授業で話すとき自信がもてない。2
1.122.69児童の前で英語を話すとき自意識がとても高くなる。9
1.302.46英語を母語とする児童と英語で話しても緊張しない。10
1.051.88英語の授業で話すのに自信がある。11
1.031.77英語を話すのが得意である。17
表２ 将来の英語スピーキング不安尺度の主成分分析結果（N＝78）
自尊感情対人関与の苦痛情動的反応性否定的評価懸念公的自意識将来の不安現在の不安
現在の不安
**.698将来の不安
.145.215公的自意識
**.714*.350*.366否定的評価懸念
**.704**.509**.520**.547情動的反応性
**.583**.407.130*.247*.318対人関与の苦痛
**－.457**－.481**－.409*－.250**－.412**－.392自尊感情
*p<.05,*p<.01,**p<.001
表３ 英語スピーキング不安尺度と諸変数の関係（r）
英語スピーキングに対する不安尺度作成
安との相関：－.392、将来の不安との相関：－.412）。調査協力者の特性もあろうが、本稿では、英語スピーキング
に対する自信のなさが「自尊感情」の低さに通じることが明示された。一般化するのは難しいが、「自尊感情」を
傷つけずに、英語スピーキングに自信をつける英語授業が必要だという解釈になる。つまり、英語を通して、自分
に自信をつける授業を目標とするということになる。苦手だと感じる英語スピーキングができるという実感を持た
せることにより、自分に自信をつけることが推測される。
第３に、英語スピーキング不安と「公的自意識」間に有意な相関が見られなかった。人から見られるという「公
的自意識」は、英語スピーキングが介入することによって、敏感になるのかもしれない。英語スピーキングに対す
る不得意意識等が関係しているとも考えられる。もしくは、「公的自意識」が、他の「否定的評価懸念」「情動的反
応性」に関与していると取ることもできる。
５．おわりに
小学校英語の教科化を踏まえて、英語スピーキング不安尺度を作成し、その詳細を検討してきた。その過程にお
いて、英語スピーキング時の「情動的反応性」を克服し、英語スピーキングに対する「自信」をつける英語授業の
必要性が示唆された。自信をつけるためには、英語スピーキング経験が積める授業が必要になるであろう。しかし
ながら、スピーキング不安を軽減させるための「経験を積む」英語授業が、かえって不安の積み重ねからさらなる
不安を呼び起こすことも考えられる。不安を軽減しながらも、不安に対して、学習者自身・教員側が対処できる授
業が理想である（cf.,松宮2010a）。今後は、本研究を精緻化するために、母語の状態での不安要素が英語スピーキ
ング不安に及ぼす影響、および現在の英語スピーキング不安が将来の英語スピーキング不安とどのように関係する
のかを検討したい。
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